
組織的対応フローチャート
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報告 報告

指示

              ・ 概略の確認・共有、対応の協議　　　 　【迅速的対応の場合】

              ・ 情報の記録・共有化　　　　　

              ・ 校長の指示により組織的な対応　

3

　　 　　・ 関係者への聞き取り（正確な事実の把握、手書きのメモを含め記録を保存）

　　 　　・ 些細なこと（机の上・中、持ち物、行動、友人関係等）も見逃さない

　　 　　・ 本人のプライドを傷つけないよう配慮

       　※ 被害生徒から訴えがあった時点で保護者へ連絡            ※ 状況によって他の生徒からも聴取

　　　　

・ 具体的な内容を聴取する ・ 具体的な事実の確認

・ 周囲に知られないように配慮する ・ いじめに至った心情とその経過を

・ 本人の要望等を聞く    明らかにする

・ 解決策の相談 　

4 校　長 県 報 告

              ・ 事情聴取後の事実の確認　　　　

              ・ いじめの認知を判断　　　　　

              ・ いじめへの対処・指導方針を協議

○ 必要に応じ、外部関係機関との連携
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　　     　・ 問題解決のための情報・指導方針等の共有
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　　　　 ・ 被害生徒への継続的なケア

　　　 　・ 加害生徒に反省を促し、被害生徒への謝罪
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               ・  いじめ解消の要件：① 心理的、物理的影響力を与える行為が止んでいる状態が最低3か月継続

                             ② 被害生徒が心身の苦痛を感じていない（本人及び保護者に確認）

               ・  いじめ類似行為にあっては①により解消を判断する

　           　※ いじめが再発する可能性があり得ることを意識する

令和３年度　県立高田高等学校いじめ認知報告について

いじめ（疑いを含む）把握  【1 アンケート、2 ネット、3 教職員発見、4 本人・保護者訴えなど】

　　　　         ・ 教職員は個人で、抱え込まず、対応不必要と判断せず、報告・相談

いじめ対策推進教員
学 年 主 任

教　頭
校長

副校長

招
 

集

　本校では令和３年度に２件のいじめを認知しましたが、いずれの場合も上記のとおり組織的に対
応し、継続的に指導、見守りを行った結果、いじめの解消を確認しました。

2 いじめ対応委員会

              ・ 情報集約担当：いじめ対策推進教員

　第一次判断（対策推進教員＋管理職）

　による初期対応の決定

生 徒 指 導 部 ・ 学 年 団 等

被 害 生 徒 へ の 確 認 加 害 生 徒 へ の 確 認

いじめ対応委員会

○ いじめを認知した時点で双方の保護者へ連絡（いじめの態様等の説明／見守り、支援の依頼）

○ いじめを受けた生徒を徹底して守り通す支援・指導体制の構築

職 員 会 議
   【 重大事態発生の場合】
　

・ 学校による基本調査
・ 県いじめ防止対策委員会等に
   よる詳細調査
 
※ 重大事態
  ① 生命、心身、財産に重大被害
  ② 相当の期間、学校欠席
  ③ その他

指 導 （ 支 援 ・ 面 談 等 ）

フォローアップ・見守り体制


